
歌
の
周
辺

桜
は
植
物
だ
か
ら
、
言
葉
を
持
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
言
葉
に
当
た

る
物
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
開
花
し
た
時
の
蕊
が
〈
さ
く
ら
の
言
葉
〉
で

は
な
い
か
、
と
想
像
し
て
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
。

一
つ
一
つ
の
蕊
は
、
光
と
会
話
し
て
い
る
。
光
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
。

空
の
奥
の
奥
、
紺
色
の
空
か
ら
来
て
い
る
。
開
花
し
た
桜
の
無
数
の
蕊

た
ち
が
、
空
の
奥
か
ら
来
た
光
と
、
無
音
の
会
話
を
し
て
い
る
…
…
そ

ん
な
歌
で
あ
る
。
故
郷
愛
媛
の
長
浜
町
に
沖
浦
観
音
と
い
う
仏
を
祀
る

寺
が
あ
っ
て
、
広
い
境
内
に
桜
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
い
た
の
を
思
い
出

し
な
が
ら
詠
ん
だ
。 

（
高
野
公
彦
）

コ
ス
モ
ス
短
歌
会
の
内
規

　
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
は
、
小
島
ゆ
か
り
を
編
集
人
、
桑
原
正
紀
を
監
査
役
、

高
野
公
彦
を
発
行
人
と
し
、
選
者
団
、
編
集
部
、
校
正
係
、
事
務
室
の
組

織
を
も
っ
て
、
月
刊
の
短
歌
雑
誌
「
コ
ス
モ
ス
」
を
発
行
し
ま
す
。
以
下
、

内
規
を
掲
げ
ま
す
。

☆
所
属
欄
に
つ
い
て

　
会
員
は
次
の
所
属
欄
に
分
か
れ
ま
す
。（
新
入
会
の
人
は
、
そ
の
二
集

か
ら
出
発
し
ま
す
。）

　
月
集
ス
バ
ル
、
月
集
シ
リ
ウ
ス
、
そ
の
一
集
、
あ
す
な
ろ
集
、
そ
の
二
集

☆
会
費
に
つ
い
て
（
納
入
し
た
会
費
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。）

　
会
費
は
一
か
月
に
つ
き
次
の
通
り
で
す
。
な
る
べ
く
半
年
ま
た
は
一
年

単
位
で
前
納
し
て
く
だ
さ
い
。

月
集
ス
バ
ル
…
…
3
0
0
0
円
。
月
集
シ
リ
ウ
ス
…
…
3
0
0
0
円
。

そ
の
一
集
…
…
2
7
0
0
円
。
あ
す
な
ろ
集
…
…
2
1
0
0
円
。
そ
の

二
集
…
…
1
5
0
0
円
。（
な
お
、
学
生
割
引
、
お
よ
び
家
族
会
員
割

引
が
あ
り
ま
す
。）

☆
詠
草
に
つ
い
て

　
会
員
は
毎
月
十
首
以
内
（
月
集
シ
リ
ウ
ス
は
七
首
以
内
）
の
作
品
を
出

詠
で
き
ま
す
。
規
定
の
詠
草
用
紙
を
使
っ
て
、
毎
月
二
十
二
日
の
締
切
日

ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
文
字
は
、
楷
書
で
読
み
や
す
く
書
く
こ
と

（
パ
ソ
コ
ン
で
も
構
い
ま
せ
ん
）。
な
お
、
詠
草
の
表
記
は
旧
か
な
づ
か
い
、

新
か
な
づ
か
い
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
添
削
部
に
つ
い
て

　
会
員
は
月
一
回
、
下
記
の
担
当
者
か
ら
添
削
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
添
削
の
詠
草
は
五
首
以
上
で
十
首
以
内
と
し
、
一
首
に
つ
い
て

五
百
円
の
謝
礼
を
担
当
者
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
切
手
で
代
用
す
る
こ

と
は
不
可
で
す
（
謝
礼
は
詠
草
を
送
る
時
に
同
封
し
、
返
信
用
の
封
筒
も

添
え
る
こ
と
）。
添
削
は
三
十
日
ほ
ど
で
返
送
さ
れ
ま
す
。
添
削
を
受
け

た
作
品
を
本
誌
に
投
稿
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

＊
令
和
五
年
度
の
添
削
部
担
当
者
は
、
小
嶋
一
郎
・
森
田
治
生
・
金
子
智

佐
代
で
す
（
連
絡
先
は
事
務
室
ま
で
）。

☆
大
会
に
つ
い
て

　
全
国
大
会
は
、
毎
年
原
則
と
し
て
東
京
で
開
催
し
ま
す
。
開
催
の
場
所

や
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
編
集
部
が
計
画
し
て
決
め
ま
す
。

　
地
方
大
会
は
、
各
支
部
で
検
討
し
て
開
催
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

事
前
に
編
集
部
に
届
け
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
歌
集
の
出
版
に
つ
い
て

　
コ
ス
モ
ス
叢
書
と
し
て
歌
集
を
出
版
で
き
る
の
は
、
①
そ
の
一
集
に
昇

級
し
た
会
員
、
お
よ
び
②
コ
ス
モ
ス
に
十
年
以
上
在
籍
し
た
会
員
に
限
り

ま
す
。

　
た
だ
し
、
コ
ス
モ
ス
の
四
つ
の
作
品
賞
（
コ
ス
モ
ス
賞
・
O
先
生
賞
・

桐
の
花
賞
・
純
黄
賞
）
の
ど
れ
か
を
受
賞
し
た
人
、
ま
た
は
主
要
な
短
歌

総
合
誌
の
作
品
賞
を
受
賞
し
た
人
は
、
い
つ
で
も
出
版
で
き
ま
す
。

　
コ
ス
モ
ス
叢
書
と
し
て
歌
集
出
版
を
希
望
す
る
人
は
、
月
集
ス
バ
ル
会

員
の
う
ち
誰
か
に
選
歌
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
あ
と
、
事
務
室
あ

て
に
葉
書
で
《
歌
集
名
、
選
歌
者
名
、
出
版
社
名
》
を
届
け
出
れ
ば
、
確

認
の
上
、
叢
書
番
号
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
そ
の
際
、
叢
書
に
関
わ
る
費
用
と
し
て
三
万
円
を
事
務
室
あ
て
に
払
い

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
費
用
は
、
批
評
特
集
号
の
ペ
ー
ジ
負
担
、
お
よ

び
合
同
出
版
記
念
会
の
費
用
に
充
て
ま
す
。
な
お
、
出
版
さ
れ
た
歌
集
は
、

事
務
室
あ
て
に
必
ず
三
冊
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
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さ
く
ら
咲
き
言
葉
の
ご
と
き
そ
の
蕊し

べ

に
光
き

て
を
り
紺
の
空
よ
り

　

▉
▊
『
汽
水
の
光
』

（
写
真
・
木
畑
紀
子
）

【
鑑
賞
】「
桜
」
一
連
五
首
の
三
首
目
。
さ
く
ら
に
光

が
射
す
情
景
を
詠
う
。「
言
葉
の
ご
と
き
」
の
比
喩

か
ら
蕊
の
繊
細
さ
愛
し
さ
、
さ
ら
に
光
の
粒
立
ち
が

感
じ
ら
れ
る
。「
紺
の
空
」
は
春
ら
し
か
ら
ぬ
空
で

あ
る
。
本
集
に
「
紺
の
ゆ
ふ
ぞ
ら
」「
紺
い
ろ
の
よ

ぞ
ら
」
の
表
現
が
あ
る
が
、
詠
い
出
し
「
さ
く
ら
咲

き
」
の
明
る
い
音
は
、
夕
暮
れ
と
は
考
え
に
く
い
。

「
紺
」
は
は
る
か
な
高
さ
を
表
す
。
さ
く
ら
に
降
る

光
は
そ
の
か
な
た
か
ら
来
る
ひ
か
り
な
の
だ
。

（
田
中
愛
子
）
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DIC川村記念美術館庭園（千葉県佐倉市）
　DIC 川村記念美術館は佐倉市南西端に位置し，1990 年に DIC 総
合研究所に隣接する場所で開館された。まるで西欧の城のような外
観で 20 世紀美術中心の多彩なコレクションが楽しめる。また里山
の地形を生かした約 3万坪の庭園内にある。
　庭園には白鳥が遊ぶ池を中心に，林間を通る自然散策路と芝生の
広場があり，季節ごとに桜，睡蓮，ヤマユリ，大賀ハスや秋には紅
葉，冬にはロウバイ，雪割草などが楽しめる。野外には彫刻が配さ
れ，ヘンリー・ムーア《ブロンズの形態》をはじめジョエル・シャ
ピロ，フランク・ステラなどの作品が自然を背景に観賞できる。
　隅々まで手入れの行き届いている庭園で，たっぷりリフレッシュ
することができる。庭園散策は現在無料で人々の憩いの場となって
いる。
　4月下旬からゴールデンウィークにかけて普段は入れないDIC
総合研究所の散策路が開放される。よく刈りそろえられた鮮やかな
クルメツツジの山は，まわりの緑と調和して目を見張るほど美しい。

（写真・解説　長谷川純子）


